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は 4 体製作され，同一の寸法形状および配筋となっている。側柱は一辺 240mm の正方形断面，壁板は内








与える面内方向水平変位の 1.5 倍および 3 倍とした試験体を設定している。側柱は一辺 250mm の正方形































氏 名 井戸硲 勇樹 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は，柱型を有し，せん断破壊が曲げ降伏に先行するよう設計された耐震壁を対象に，載荷実験
および数値解析により，水平二方向加力が耐震壁構造性能に及ぼす影響を明らかにしようとするもので
ある。また，耐震壁に見られる別の破壊形式である脚部すべり破壊についても耐力評価およびモデル化
手法の提案を行っている。得られた成果は次のとおりである。 
１．脚部すべり挙動が支配的な耐震壁 4体の水平二方向加力実験に基づき，面外方向変形を作用させた
試験体は，一方向加力した試験体と比較して，面内方向最大耐力が 9〜16%低下することを示した。 
２．面内方向でせん断破壊，面外方向では曲げ降伏が先行するように設計した試験体 3体を用いて，水
平二方向加力実験を行い，二方向加力を行った試験体は，一方向加力を行った試験体に比べて，8%およ
び 18%最大耐力が低下することを示した。 
３．脚部すべりが支配的となる耐震壁に対して耐力算定手法を提案し，建築物地震応答の数値解析への
適用を目的とした，脚部すべり挙動を簡略的に表現するための線材置換によるモデル化手法についても
検証を行った。すべり耐力算定では摩擦係数を 0.8と設定することにより実験結果との良好な適合を得
た。すべりを模擬するためのバネを提案し，これを耐震壁のモデル脚部に挿入することで，実験時に得
られた水平荷重―層間変形角関係を良好に再現できることを示した。さらには，耐震壁の脚部すべり挙
動が観察されたE-ディフェンスにおける縮小6層鉄筋コンクリート造建物試験体の振動台実験について
も本モデル化を適用し，時刻歴応答解析による検討を実施した。その結果，脚部すべりを考慮したこと
で，1階の最大層間変形や平面的なねじれ挙動を，おおむね捉えることができることを示した。 
４．二方向載荷時の曲げ耐力曲線とせん断破壊曲線を仮定した上で，面外方向変形量に応じた面内方向
のせん断終局強度を算定する面内方向せん断終局強度予測手法を提案し，その算定精度等について検討
を行った。その結果，提案手法は，実験結果とよい対応を示すことを明らかにした。 
５．水平二方向加力下の耐震壁のせん断終局強度に関する知見の蓄積および上記提案手法の算定精度の
検証を目的として，実験試験体を対象に面外方向変形の大きさを変数とした 3次元有限要素解析を実施
した。有限要素解析から得られた水平荷重-層間変形角関係は，面外方向において大変形領域での挙動
に一部課題を残すものの，面内方向については最大耐力付近まで実験結果と精度よく対応した。 
 以上，本論文は，鉄筋コンクリート耐震壁の設計を行う上で基礎となる重要な知見を与えており，学
術上，実際上寄与するところが少なくない。よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値ある
ものと認める。また，平成３０年１月２３日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた。 
 
